
お使いになる前にかならずお読みください。

お使いになる前にかならずお読みください。

型番：GAA4-PCR0001（WH/SV）

〇 本製品をぬれた手で扱わないでください。火災や感電の原因となり大変危険です。
また水ぬれが原因で発生するショート・電池の液漏れ等が原因で故障した場合は
修理できません。

〇 本製品を使用しているときに身体に疲労感、痛みなどを感じたときは、ただちに
使用を中止してください。

〇 ほかの電気機器の近くで使用した場合お互いが干渉し雑音が発生する場合があり、
特に近くにテレビやパソコンなどの機器がある場合、雑音が大きくなることが
あります。その場合は離れた場所でご使用ください。

〇 旅行などで長期間ご使用にならない場合は、安全のため乾電池を本体から抜いて
ください。乾電池の液漏れが思わぬケガや火災、故障の原因となり大変危険です。
またその場合は修理できませんのでご注意ください。

〇 直射日光の当たる場所、車の車内や温室などの温度や湿度の高いところに置かない
でください。火災・やけど・感電の原因になることがあります。

〇 殺虫剤や揮発性のものをかけないでください。また、ゴムやビニール製品などを
長時間接触させないでください。変色、塗装はげの原因となります。

ポータブルラジオカセットレコーダー

〇 お客様、または第三者が本製品のご使用を誤ったこと、または静電気や落雷などの影響を受けたことによって生じた事故や不具合、それらに基づく損害
については、法令上の責任が認められる場合を除き、当社は一切その責任を負いません。あらかじめご承知ください。

〇 使用上の誤り及び不当な修理や改造による故障及び損傷、お買い上げ後の輸送、落下による故障及び破損が認められる場合、いかなる事由においても
修理・交換はいたしかねますことを、あらかじめご承知ください。
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型番：GAA4-PCR0001（WH/SV）
ポータブルラジオカセットレコーダー

■各部の名称と操作方法
①カセットテープ停止ボタン：カセットテープ再生 /録音 /早送り /巻戻しを停止します。
②カセットテープ早送りボタン：カセットテープを早送りします。
③カセットテープ巻戻しボタン：カセットテープを巻戻します。
※本機の早送り /巻戻し機能に頭出し機能はありません。また、テープを最後まで巻き終えても自動では
止まらず放置すると電池を消耗します。 ①カセットテープ停止ボタンで必ず停止してください。

④音量ダイヤル：カセットテープ再生時、またはラジオ受信時に音量を調整します。

⑥カセットテープ録音ボタン：カセットテープに録音します。※⑦再生ボタンが同時に下がります。
⑦カセットテープ再生ボタン：カセットテープを再生します。

⑧カセット挿入部蓋 ⑨本体内蔵スピーカー ⑩ラジオ選局目盛り：チューニング時の目安として確認します。

⑪伸縮式 FMアンテナ：FMを受信する時に伸ばします。
アンテナを収納する場合はゆっくり 1段ずつ収納してください。手のひら
で押し込むと途中で折れ修理できません。

⑬イヤホン端子：3.5mmミニジャックのイヤホンが使用可能です。
※イヤホン使用時はスピーカーから音は出ません。

⑭ラジオ選局ダイヤル：上下に回してラジオをチューニングします。

※AMラジオは本体内蔵のアンテナで受信します。受信状態が悪い場合は本体の
場所・向き・高さを変えて調整してください。

音を聴きながらラジオ選局ダイヤルを「動かすか動かさないか」程度の
細かな動きで、ノイズが少なくなるまで微調整を繰り返し、聴き
やすいところで操作を終えます。

⑮AM/FM/テープ切替スイッチ：AM/FMとテープを切り替えます。
※スイッチをテープ（切）にして、使用していない状態が「電源オフ」です。

1.本体裏面の電池カバーの　　部分を押さえカバー全体を軽く下げます。
2.電池カバーの下部を手前に引き上げカバーを開きます。
3.一本目の電池の⊕を右に向け、右奥へ送り込みます。
4.二本目の電池の⊕を右に向け、⊖側から左へ送り、左奥のバネを押し縮めた状態で
⊕側を収めます。カバーを閉じ、軽く上に押しあげロックされれば完了です。

※黒い「電池取り出し用リボン」は左の
電池の下をくぐらせるようにセット
してください。

※本製品には AC アダプターは付属
しません。市販の汎用 AC アダプ
ターを使用する場合は以下のサイズ
・定格の物をご使用ください。
DC4.5V・350mA / 4mmΦ/

⊕
⊖
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3電池取り出し用リボン

上〇定期的なクリーニングをしてください。
再生中に音がこもったり小さくなった、聴こえなくなっ
た場合は、まれに磁性体（テープに使用されている金属
粉）や異物がピンチローラーや再生ヘッドに付着してい
る場合があります。市販のヘッドクリーナーや綿棒など
を使用して再生ヘッドとピンチローラーをクリーニング
してください。

1. ⑧カセット挿入部蓋の上部を両側からしっ
かりと持ち、手前に引き開けます。

2. カセットの向き（右図）に気をつけ⑧カセッ
ト挿入部蓋の内側にセットし蓋を閉めます。

※テープの露出面を上に蓋の内側にセット
(テープが流れる向き）

3. ⑦カセットテープ再生ボタンを押しテープ
を再生します。

4. ②早送りボタンでテープの早送り、③巻戻し
ボタンでテープを巻戻すことが可能です。

5. ①停止ボタンで再生、録音、早送り、巻戻し
を停止することが可能です。

※テープ片面が最後まで録音、再生されると自動
で停止します。早送り /巻戻しは自動では止ま
りません。必ず①停止ボタンで止めてください。

1. 左図と同様にカセットテープをセットします。

2.⑥録音ボタンを押すと⑦再生ボタンが同時に下がります。両方を同時に押して「カチッ」
と固定します。テープが回り録音がスタートします。

⑤本体内蔵マイク：カセットテープに録音する時に声を拾います。

3.⑤本体内蔵マイクまたは⑫外部マイク端子に付属の外部マイクを挿し録音します。
ラジオの録音は⑮切替スイッチを切り替えてラジオの音を鳴らした状態で録音します。

⑫外部マイク端子：録音時に付属の外部マイクを挿し込みます。
※集音性能が向上します。録音範囲は広がりません。

〇カセットテープには誤消去防止機能があります。
買ったばかりの空のカセットにはカセット上部の左右両端に誤消
去防止の爪があります。録音後に爪が折られたカセットや市販
のミュージックテープは四角い穴が開いた状態であり、録音ボタ
ンが下がりません。再録音する場合は四角い穴をセロハンテープ
等で塞いでください。

4.①停止ボタンで録音を停止します。

■ カセットの再生・録音ができない


